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友達と思いを伝え合い，協同して遊びや活動を楽しむ子どもの育成 

－ 互いに繋がる環境構成と援助の工夫 － 

浦添市立浦添こども園 大城さやか 

【要約】 

 本研究は，子ども同士が互いに繋がる環境構成と援助の工夫を行うことで，一人一人が自己発揮し友

達と思いを伝え合いながら様々な感情交流の過程を通して，協同して遊びを楽しむ子どもの育成を目指

したものである。 

キーワード □人間関係 □友達と繋がる □伝え合い □自己発揮・自己調整  □協同遊び 

Ⅰ テーマ設定理由

 近年の核家族化や少子高齢化，高度情報化等

の進行により，社会は急激に変化している。さ

らに，新型コロナウイルス感染拡大による影響

は，私達の生活様式にも及んでいる。特に，人

との接触が制限される環境では，直接的に人と

関わる機会が減少している。こうした状況下で

は，子どもの「人と関わる力」が育つための経

験不足が懸念される。 

 そのため，こども園等においては，子どもが

安心して過ごせる環境のもと，保育者や友達と

関わる体験から得られる豊かな成長を保障して

いくことが強く求められる。幼保連携型認定こ

ども園教育・保育要領解説(H30，以降，教育・

保育要領)では，領域「人間関係」において，

「身近な人と親しみ，関わりを深め，工夫した

り，協力したりして，一緒に活動する楽しさを

味わい，愛情や信頼感をもつ」ことの重要性が

示されている。子どもは身近な大人との信頼関

係を築くことで，主体的に環境に働きかけなが

ら心ゆくまで遊び込めるようになる。すると，

次第に周囲の友達の存在に気付き，一緒に遊び

たいという思いを持つようになり，徐々に関係

性を深めていく。当然，友達と関わり合う中で

は家庭生活とは異なる葛藤体験や自己主張のぶ

つかり合いが増え，今までの自分のイメージに

はない世界に出合うことになる。こうした体験

の過程において，自己を抑制する力や規範意識

等が芽生え，生きる力の基礎が培われていくと

考えられる。 

 本学級の子どもは，それぞれが自己発揮しな

がら友達との遊びを楽しむようになってきた。

しかし，友達関係の広がりはなかなか見られな

い。多様な友達との関係が広がることで，自分

にはない思いや考えに触れるきっかけになる。

新しい考えに触れ，その考えを自分の遊びに取

り入れたり友達と一緒に共有したりして，遊び

がより盛り上がっていく。そこから友達と一緒

に協同した遊びへ向かう気持ちが生まれてく

る。こうした姿から，関わりが深まり，友達と

互いに理解し合い，工夫したり，協力したり，

共に活動する楽しさを味わうことに繫がってい

くだろう。また，関わりが深まると同時に衝突

や葛藤体験が起こる。その体験から，友達とけ

んかしても遊びたいという思いが生まれ，次第

に自ら交渉し折り合いを付けながら自己調整で

きるようになるだろう。こうしたことから友達

と互いに思いを伝え合い協同して遊びや活動を

進めていくことが重要であると考える。 

 これまでの私の保育を振り返ってみると，子

どもが友達と繋がり，遊びを進めていけるよう

な環境構成や援助が十分ではなかったと思われ

る。そのため，子どもが互いに繋がり，仲を深

めていけるような環境構成と援助の工夫を行

い，友達と協同して遊びを進める楽しさが味わ

えるよう保育の展開を改善していく必要がある

と感じる。 

 そこで本研究では，子どもが多様な友達と関

わりを持って遊べるような環境構成と一人一人

の発達や特性に応じた援助の工夫を通して自ら

の保育を改善することによって，友達と思いを

伝え合い，協同して遊びや活動を楽しむ子ども

を育てたいと考え，本テーマを設定した。 
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Ⅱ 目指す子ども像 

  友達と思いを伝え合いながら協同して遊びや

活動を楽しむ子ども 

Ⅲ 研究の目標 

  友達と思いを伝え合い協同して遊びや活動を

楽しむ子どもを育てるために，互いに繋がる環

境構成と一人一人が自己発揮できるよう個に応

じた援助の工夫について研究する｡ 

Ⅳ 研究仮説 

 1 基本仮説 

 遊びや活動の場において，子ども同士が互

いに繋がる環境構成と個に応じた援助の工夫

を行うことで，友達と思いを伝え合いながら

協同して遊びや活動を楽しむようになるだろ

う。 

２ 作業仮説 

(1) 遊びや活動の場において，友達と関わり

を持って遊べるような環境構成を行うこと

で，子ども同士が互いに繋がりを持ち，協同

して遊びや活動を楽しむようになるだろう。 

（2) 遊びや活動の中で，一人一人の発達や特

性に応じた言葉掛け等の援助と子ども同士が

互いの思いや考えに気づけるような援助を工

夫することで，友達と関わりを深め一緒に遊

びや活動を楽しむようになるだろう。

 

Ⅴ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《研究内容》 

１ 子ども同士が互いに繋がるとは ２ 子どもが友達と関わる中で育みたいこと ３ 協同性について 

４ 環境構成について         ５援助の工夫について          

 
保育実践・評価 

 
研究のまとめ・成果と課題 

 

《 目指す子ども像 》 

 友達と思いを伝え合いながら協同して遊びや活動を楽しむ子ども 

《 研 究 テーマ  》 

友達と思いを伝え合い，協同して遊びや活動を楽しむ子どもの育成 

－ 互いに繋がる環境構成と援助の工夫 － 

 

《 研 究 の 目 標 》 

 友達と思いを伝え合い協同して遊びや活動を楽しむ子どもを育てるために，互いに繋がる環境構成と

一人一人が自己発揮できるよう個に応じた援助の工夫について研究する｡ 

《 研 究 仮 説 》 

《 作 業 仮 説 (2) 》 

 遊びや活動の中で，一人一人の発達や特性

に応じた言葉掛け等の援助と子ども同士が互

いの思いや考えに気づけるような援助を工夫

することで，友達と関わりを深め一緒に遊び

や活動を楽しむようになるだろう。 

《 作 業 仮 説 (1) 》 

 遊びや活動の場において，友達と関わりを

持って遊べるような環境構成を行うことで，

子ども同士が互いに繋がりを持ち，協同して

遊びや活動を楽しむようになるだろう。 

《 基 本 仮 説 》 

 遊びや活動の場において，子ども同士が互いに繋がる環境構成と個に応じた援助の工夫を行うこ

とで，友達と思いを伝え合いながら協同して遊びや活動を楽しむようになるだろう。 
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Ⅵ 研究内容 

 １ 子ども同士が互いに繋がるとは 

  (1) 乳幼児期の人との関わりについて 

    人と関わる力の基礎は，他者との関わり

から愛情や信頼感を獲得することである。

濱名・秋田（2009)は，「人との関わりに

おいて幼児期に獲得しておかなければなら

ない大事なものは，人への愛情や信頼感を

もつこと」と述べている。また，「人間の

最も強い欲求は身体的自己の安全の確保」

であるとし，身近な大人との安定した愛着

形成により子どもは安心できる心の基地を

認識していくと考える。安心できる心の基

地があるからこそ外の世界や他者へと興

味・関心を示す。そこから初めて人と関わ

ろうとする気持ちが生まれてくると考え

る。園生活において子どもが安心感や信頼

感を得て過ごせるよう，保育者は温かく，

愛情を持って関わることが重要である。本

研究では，温かく丁寧な関わりから子ども

同士が繫がるような保育を行っていく。そ

のためには，個別の発達過程に即した子ど

もの読み取りからの理解が必要であると考

える。以下は，発達過程からみる人との関

わりについて，濱名・秋田（2009）を参考

に筆者がまとめたものである(表１)。 

表１ 発達過程からみる人との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究で対象としている５・６歳の発達段階で

は「対等な関係で集団をつくり協力して遊ぶ，

相手の立場から物事を判断し自己調整する」姿

が見られるので，協同性を育む上で必要な成長

過程であると言える。本実践では，この発達過

程を踏まえた保育の工夫を行っていく。 

(2) 人との関わりに関する領域「人間関係」 

 教育・保育要領では，「人と関わる力を育む上

では，単にうまく付き合うことを目指すだけで

はなく，（中略）友達と様々な感情の交流をする

ことが大切である」と示されている。そのため

には，友達との関わりを通して自己主張しなが

ら受け入れられたり拒否されたりしながら相手

の思いに気付いていくという体験が大切である

と考える。塚本（2010）によると，子どもは

「友達と活動や遊びを楽しみながら，共通の目

的を見いだし，イメージを共有化し，協力する

遊びを通して楽しみを感じられるようになる」

と述べている。遊びの中で，自分の思いを相手

に伝え(自己主張)，相手の思いを受け止めた上

で自分の気持ちを添わせていくこと(自己抑制)

を繰り返す関わりから，互いに感情を交流して

いく過程に繫がると考える。子どもが友達との

関わりから友達が自分と異なったイメージや考

え方を持っていることに気付き，互いにそれが

分かり合えるようになってほしいと考える。 

 本研究では，友達と思いを伝え合い，互いに

思いを調整しながら遊びを楽しめるような環境

構成と援助の工夫を行っていく。 

(3) 互いの心が通う繋がりについて 

 教育・保育要領では，「友達のよさに気付

き，一緒に活動する楽しさを味わう」と示され

ている。子どもは遊びを通して，それぞれの考

え方や特性がわかり，それに応じて関われるよ

うになる。遊びの中で互いが生かされると一緒

に活動する楽しさが増してくると考える。また

友達と一緒に心を動かされる体験を重ねること

や互いの思いを伝え合うことで心が通い繫がっ

ていく。心が通うということは，一方向から見

える特性だけでなく他の面から見たその子らし

月

齢 

他者と関わる姿 見られる成長 

３
歳
～ 

・語彙数も増え，言葉を使 

 用した生活が活発になる 

・コミュニケーション能力 

 が一気に進展 

・気の合う友達を見つける 

自己の確立 

自分本位の考え 

自己主張 

自己調整 

承認欲求 

衝動の統制 

情緒の分化がほ

ぼ完成 

４
歳
～ 

・周囲の人の関心を集め， 

 称賛や承認を求める 

５
歳
～ 

・自ら判断しその場に応じた行 

 動がとれる 

・互いの思いを受容できる 

・仲良しな友達ができる 

自律性 

自己抑制 

共感・共有 

６
歳
～ 

・仲間関係が深まる 

・対等な関係で集団をつくる 

・協力し遊びや活動を進める 

・相手の立場から物事を判断し 

 自分の思いや考えと調整でき 

 るようになる 

自己調整 

認め合い 

自己統制 

自己抑制 

規範識 

道徳性の芽生え 
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さ知ることになり，互いがより深く繋がるだろ

う。 

 本研究では，子どもが友達を多様な側面から

知るきっかけ作りとして「自己紹介」活動を取

り入れ，子ども同士がより深く繋がる実践を行

っていく（図１）。 

 

 

 

 

 

 

図１ 自己紹介カード 

２ 子どもが友達と関わる中で育みたいこと 

(1) 困難な状況を通して成長する力 

  友達との仲が深まってくると互いの思いや 

願いを伝え合い，同じ目的やイメージを共有

するようになる。共通した目的に向かう時に

は，互いに自己主張し衝突することがある。

真剣に関わるからこそ起きる子ども同士の衝

突や葛藤は，子どもを大きく成長させる。  

 本研究において，子ども同士が互いに関わ

る過程で起こるいざこざ等の困難な状況の中

で，解決へ向かい互いに自己を調整できるよ

うな体験を重ね，折り合いをつける力が育っ

てほしいと考える。塚本・大沢(2010)は，い

ざこざを通して発達する力を以下のようにま

とめている（表２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本研究では，子ども同士の関わる過程へ視

点持てるよう，子ども一人一人を丁寧に読み

取ることができるようにする。 

(2) きまり・約束について 

 子どもは，園生活の中で順番を守る・物を

大切にする等のきまりや約束を知り守ろうと

していく。教育・保育要領では，道具の貸し

借りで「自分も使いたいが，友達も使いたい

ということで起こる衝突やいざこざ，葛藤な

どを体験することを通して，（中略）自分の要

求と友達の要求に折り合いを付けたり，自分

の要求を修正したりする必要があることを理

解していくようにする｣と示されている｡他者

との関わりから「守ることが必要だ」と思え

るような経験が重なり徐々に自己統制力が身

についていくと考える。例えば，友達と一緒

に遊ぶ中でルールを守ることによって，遊び

がより楽しくなると感じることや，共通した

目的のためには相手の立場に立って考える事

と言った自分の行動の調整を行っていく経験

が挙げられる。子どもの実体験から，きまり

や約束の大切さに子どもなりに気付いていく

ことが何よりも大切であると考える。 

 本研究では，友達と遊びを楽しむ為にはき

まりや約束を守ることが大切である，という

ことを子ども自ら感じられるような環境構成

と援助の工夫を行っていく。友達との関わり

を通して，きまりや約束を守ることで，遊び

がより楽しくなり，共に喜びも悲しみも感じ

たりできる経験を積み重ねられるような保育

へ繋げていく。 

３ 協同性について 

(1) 子どもが互いに繋がる協同性 

 子どもは，自己を十分に発揮し仲の良い友

達と思いを伝え合いながら遊びを進める中で

自分の世界を相手と共有したいと願うように

なる。石動（2009）は「協同的な遊びの展開

は，（中略）遊びを通して，子ども相互の関

係が深まり，思いを伝え合ったり，自己調整

を図ったりする体験の中で，創意工夫・試行

錯誤を繰り返し，そのプロセスを喜び合う点

に重要な育ちがある」と述べている。友達と

関わる過程において自己発揮・自己調整し， 

     
 

 

 虫好きで絵を描くこ

とが好きな子のカード 

カードは，文字でも 

絵でも表現できるようにした 

表２ いざこざを通して成長する力 
能 力 内 容 

言語能力 自分の気持ちやそれまでの状況を言葉で説明

する力，また相手の説明を理解する力 

他者理解 ある状況で他者はどんな気持ちになるのかと

いうことについての理解 

自己理解 自分他者の共通点や相違点，自分が自信を持

てることについての理解 

見通しや

計画性 

少し先のことを予測しながら，現在何をすべ

きか考える力 

自己主張  

自己抑制 

自己主張・自己抑制する力，その２つを使い

分ける力 
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友達と協同して遊びを楽しむことで達成感や満

足感を味わい，協力する気持ちや態度が身に付

いていくと考える。また，領域「人間関係」で

は「仲のよい友達だけではなく様々な友達と一

緒に，さらには，学級全体で協同して遊ぶこと

ができるようになっていく」と５歳児後半頃に

協同性が育まれていくことが示されている｡ 

 そこで，本研究では協同した遊びへの環境構

成として，ダイナミックな遊びを子どもが思い

つけるよう，素材等の準備と，子どもの姿に添

った柔軟な保育の工夫を行っていく。  

(2) 協同へ向かう姿を読み取る視点 

   田代(2007)は，子どもが遊びを楽しみながら

協同していく姿は「子ども達の遊びの姿から生

み出されたものでなければならない」と述べて

いる。子どもの自発的な遊びにおける協同を目

指すには，子どもの興味や関心を引き出す環境

と子どもとが相互に絡まりあうような援助を工

夫していくことが大切であると考える。そのた

めには，一人一人を観察しその姿にある成長を

読み取る視点が必要である。以下は，塚本・大

沢(2010)および杉山(2009)を参考に，子どもが

協同へ向かう視点として筆者がまとめたもので

ある(表３)。 

表３ 協同へ向かう姿を読み取る視点 

 

 

 

 

 

 

 

 本研究では，表３を参考にして，子どもの個

別の発達を読み取る視点から保育を行い，実践

後には評価と反省の視点表を作成し，複数の保

育者と活用していく。 

(3) 一人遊びから育つ協同性 

 子どもは，じっくりと遊び込める経験から次

第に興味関心が外の世界へ広がって行く。橋井

（2017)「周囲との円滑なコミュニケーション能 

力を育む芽やアクティブな協調性は，実は一人

遊びをしている期間にその栄養を蓄えている」

とし，また，田島・西野（2010）も「協同遊び

に主体的に参加できる子どもは，実は十分な一

人遊びができる子どもなのである」と述べてい

る。人と関わる力において，じっくりと遊び込

む体験が大変重要であると考えられる。 

 本研究においては，一人一人が自己発揮しな

がら友達と協同した遊びを楽しめるような環境

構成と援助の工夫を行っていく。そのために

は，子どもの様子を個と全体から観察した記録

を行い一人一人のありのままの姿やその変容を

見取りながら保育を柔軟に展開していく。 

４ 環境構成について 

(1) 子ども同士を繋ぐ環境とは 

 こども園における保育は「環境を通して行

う」保育とされている。子どもの遊びの質は環

境によって左右されると考えられる｡宮里

（2020）は「子どもが生き生きとした遊びを作

り出すためには，イメージ・場を作る・仲間の

３つが必要だ」と述べている。環境として，こ

の３つが揃う時，互いに思いやイメージが繋が

って協同性が育まれると考えられる。 

 本研究では，イメージ・場作り・仲間を意識

した環境構成を工夫していく。例えば，友達の

遊びについて紹介する場や保育写真の掲示をす

ることで，子ども同士の遊びが繋がりイメージ

が共有できるようになるだろう。また，子ども

の主体的な遊びを引き出せるよう，個の遊びが

保障された場・友達との関わりが生まれる場・

遊びがダイナミックに展開する場のような環境

構成の工夫を行っていく。 

(2) 協同へ向かうタイミング 

 子どもが協同した遊びへ向かうには，遊んで

いる姿や子ども同士の様子から共通したイメー

ジやテーマをさぐり遊びの盛り上がりを見通し

た保育を展開していくことが大切である。子ど

もが楽しみながら自発的な協同へ向かう為に，

子どもの姿から協同へ向かうタイミングを見い

だす必要がある。濱名・秋田（2009）による

①友達やクラス全体の話し合いに参加する（その場にいる） 

②クラス活動に積極的に参加する（自己実現・自己発揮） 

③友達に自分の思いや考えを伝える（自己主張・自己発揮） 

④友達の思いや考えを聞いて遊びや活動を楽しむ(自己抑制･調整) 

⑤遊びのなかで友達と言葉で伝え合いながら遊びや活動を楽しむ 

 （衝突や葛藤，課題に出会う） 

⑥互いに思いや考えが違っても，遊びや活動を続ける  

 （思考錯誤，工夫，課題解決へ向かう） 

⑦友達とイメージを共有し，互いに協力しながら遊びや活動を楽 

 しむ（協同的な活動へ向かう） 
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と，保育者は子どもの姿から協同へ向かうタイ

ミングを見いだす必要があるとして，以下の２

点を「協同性が見いだせる子どもの姿」として

挙げている（表４）。 

表４ 協同性が見いだせる子どもの姿 

 

 

 

  

 本研究では，表４を参考にした視点を持ち協

同へ向かう遊びへのタイミングを見いだせるよ

うにしていきたい。また，協同を目指し柔軟な

保育を展開していくには，全体の遊びはもちろ

ん個々をよく観察し，一人一人の姿を読み取る

視点を持つことが重要である。個々の遊びや子

どもの姿を細かく読み取る為，カメラ等を活用

していく。写真や動画による記録から見えてく

る遊びや子どもの姿から個と全体を観察し，協

同へ向かうタイミングを見いだせるようにした

い。 

５ 援助の工夫について 

(1) 個別に配慮した援助 

 個別に配慮した援助を行うには，一人一人を

よく観察することが大切である。友達と関わる

なかで，自己調整が難しい子や自己表出が少な

い子に対しては，その行動の背景を知り，内面

を理解することが大切である。また職員間や家

庭との情報交換を通して連携を図り，その行動

の背景に寄り添っていく。保育者は，その子の

持つ力を信じ，丁寧に関わることが大切である

と考える。また，感情をうまく表出できていな

い子に対しても，その内面の葛藤や我慢してい

る姿に思いを寄せて，実態を理解しなければい

けない。集団の子ども達の様子から，個々の様

子をよく観察し振り返ることで，理解を深めて

いきたい。さらに，積極的に友達と関わること

はなくとも，その子なりに友達の様子を観察し

ているという姿が予測される。その子なりの姿

を認めつつ，その子に合った友達と繋がるよう

な援助を工夫していく。 

(2) 発達過程から見る子どもの姿 

 子どもの姿をよく理解するには，一人一人の

発達過程から読み取る視点が必要である。自由

遊びにおいても，子どもの姿や他者と関わる姿

には発達過程があると考える。その発達過程を

理解することで，個々に応じた丁寧な援助がで

きると考える。秋田（1932）によると，「幼児

期の遊びの分類を発達に即して考える際は，遊

びの発達について，パーテンによる，２歳から

５歳までの子どもの自由遊びにおける社会的交

渉による６つの分類を用いることで，協同した

遊びへ発展していく姿が見えてくる」と述べて

いる（表５）。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 本研究では，表５を参考にし，発達過程から

見る子どもの姿を理解した一人一人への細やか

な援助を行っていく。 

(3) 互いに繋がる遊びと援助 

 子どもの成長にとって，子どもが遊びを十分

に楽しむために，自己を十分に発揮し安心して

自己主張できるような体験の積み重ねが大切で

ある。充実した個と個々の繋がりは，友達同士

で互いに言葉で伝え合うといった「対話」を重

ねながら，遊びや活動を進めていくことによっ

て生じる。対話が生まれることで互いに思いや

考えを知ることになり，同じ目的やイメージを

見つけるきっかけになると考えられる。 

 本研究では，子ども同士が互いに繋がるよう

な援助と個に応じた援助を丁寧に行っていきた

い。一人一人が持つ個性とその場の姿から見せ

る思いを汲み取りながら，柔軟な視点を持った

援助の工夫が必要である。 

①子ども同士が友達とアイデアを出し合って 

 遊ぶことが日常になっている。 

②友達と衝突することがあってもやっぱり友達 

 と遊んだ方が面白いと思うようになっている。 

表５ 自由遊びにおける社会的交渉 
行動・遊び 子どもに見られる姿 

①何もしてい  

 ない行動 

その時々に興味惹かれるものを眺め，それがな

ければふらふらとする行動 

②一人遊び 一人で遊ぶ 

③傍観者的 

 行動 

遊びに加わらず，他児の活動を眺め，口出しす

るなどの行動 

④平行的遊び 同じようなおもちゃを用いて遊ぶが，交渉をも

たない 

⑤連合遊び 他の子どもたちと同じような活動に参加し遊ぶ 

⑥協同遊び 他の子どもたちと一つの活動に取り組む。役割

を担うなどの組織化された遊び 
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Ⅶ 保育実践 

 １ 検証保育の全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 検証保育  

 (1) 題材名 「友達と一緒に遊びを楽しもう!」 

 (2) 題材として取り上げた理由 

 子どもは，いろいろな友達と遊びや活動を楽しむ中で，人と関わる力の基礎を育んでいく。本

学級の子どもは，友達と一緒に遊ぶことを楽しんでいるが，もっといろいろな子と友達関係を広

げてほしいと感じている。そこで，子ども同士が繋がる環境構成の工夫や一人一人に応じた援助

の工夫を行うことで，友達との遊びがより楽しめるだろうと考え，本題材を取り上げた。 

(3) 協同的な活動へ向かう子ども同士の関わりを読み取る視点 

 実践の中で，協同へ向かう子どもの様子を捉える視点を活用し，実践場面の子どもの姿を読み

取り，援助に生かしていく。 

実

践 
日程 副題 題材 ねらい 活動内容 

1 11/25 友
達
と
繋
が
ろ
う 

フルーツバス

ケットで自己

紹介 

・友達と一緒にルールのある 

 ゲームを楽しむ 

・遊びなれたゲームを取り入れて，友達

と一緒に関わって楽しめるようにする。 

2 11/29 

自分紹介カー

ドを作ろう！ 

・友達とカードを交換しやり 

 とりを楽しむ。 

・自分のことを描いて表現する。 

・数名の友達とカード作りを通して互い 

 に言葉を交わせる対話的活動を行う。 

3 11/30 
友達とポスタ

ーを作ろう！ 

・友達とイメージを共有し 

 ポスター作りを楽しむ。 

・発表会のグループに分かれ，友達とイ 

 メージを共有しながら絵を描く。 

4 12/3 

友
達
と
段
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う 

段ボールゲー

ム 

・友達と同じ目的に向かって 

 遊びに取り組む。 

・段ボール箱を組み立てて，グループ対 

 抗で高く積み上げるゲームを行う。 

5 12/9 

友達と力を合

わせてどんな

遊びができる

だろう？ 

・友達のアイデアに興味を 

 持ち遊びを考える。 

・友達と言葉で思いや考えを 

 出し合う。 

・みんなで楽しむ遊びや活動について， 

 思ったことや考えたことを話し合う。 

6 12/14 

友達と一緒に

段ボール遊

び！ 

・友達と一緒にイメージを広 

 げて遊びを楽しむ。 

・友達と一緒に段ボール遊びを楽しむ。 

・遊びの中で互いのイメージに気付いて 

 言葉で伝え合い遊びを進めていく。 

7 12/15 
転がる玩具を

作ろう！ 

・友達と一緒に考えたり工夫 

 したりして遊ぶ。 

・自分なりに考えて，友達とやりとりし 

 ながら転がる玩具作りを楽しむ。 

8 12/16 

遊び発見！滑

り台を作ろ

う！ 

・友達と新しい考えやアイデ 

 アを出し合って遊びを作 

 る。 

・前回作った玩具を転がすための滑り台 

 を友達と一緒に思いや考えを出し合っ 

 て，工夫しながら遊びを進めていく。 

9 12/17 

友
達
と
協
同
し
て
遊
ぼ
う 

イメージを持

って製作を楽

しもう！ 

・自分なりのイメージを持っ

て製作を楽しむ。 

・段ボールや廃材を使ってイメージを持 

 って，友達と一緒に遊びを楽しむ。 

10 12/21 

友達と繋がっ

て遊ぼう！段

ボール製作

だ！ 

・互いに思いを言葉でやりと 

 りしながら遊びを楽しむ。 

・友達と互いのイメージを繋げて遊びを 

 進めるために工夫したり試してみたり 

 する。 

11 
12/22 

本時 

友達と作ろ

う！ステキな

おうち～協同

製作を通して

～ 

・友達と一緒に思いや考えを 

 出し合って遊びを楽しむ。 

・イメージを共有しながら， 

 互いに心を合わせてカタチ 

 にすることを喜ぶ。 

・作ることを楽しみ，友達と一緒に遊び 

 を進めていく。 

・友達とイメージを共有し，互いに思い 

 や考えを言葉で伝え合いながら，工夫 

 し試したりしながら遊びを楽しむ。 

太字部分について，２検証保育及び３本時の保育実践にて，事例を示す。 
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(4) 実践の保育展開 

  ねらい：自己発揮しながら，友達とやりとりし遊びを楽しむ。 

  

 

○遊びの内容  ◎子どもの姿 保育者の願い★援助 ◇環境構成 

【
実
践
１
・
２
】 

 

○ゲームや活動の中で自己紹介を取り入れる 
 

  
 

図２ 自己紹介カードの掲示 

友達の事をもっと知ってほしい 

互いに知ることで仲を深めほしい 
 

★ゲームの鬼には，自己アピールをしてもらう 

★紹介カードに伝えたい事を描いてもらう。何枚描いてもよ

い。 

◇カードを掲示しカード作成コーナーを用意する 

 (図２)。 

 ○遊びの内容 ◎子どもの姿 保育者の願い  ★援助  ◇環境構成 

【
実
践
４
】
段
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム 

○グループに分かれ，段ボールを高く積み上げる 

◎友達と協力して遊びを進める(図３)。 
 

 

  
図３ 友達と一緒に遊びを進める様子 

 

○振り返りをする 

友達と一緒に段ボールを運んだり積んだり協力してほしい 

 ★「段ボールは二人以上で取りに来てね」と伝えた。 
  

友達と思いや考えを伝え合い衝突してもやりとりしながら折

り合いをつける体験をしてほしい 

 ★個々のつぶやきや言葉を傾聴しできる限り見守る。 

 ★安全について約束し巧技台や椅子等を使えるようにする。 
  

 友達の考えやイメージに気付いてほしい 

 ★個々の考えやアイディアを全体に伝える。 

 ◇前回の保育写真を掲示する｡ 
  

自分の意見をあきらめずに伝え交渉してほしい 

 ★Ａ児は友達に伝えたことが実現しなかった為，実践後に表 

  情が暗かった。そこで，Ａ児の気付いた事を全体に伝え 

  自信へと繋げるようにした。思いを認めつつ，相手に合わ 

  せるだけでなく自分の思いを交渉することも大切だと気付 

  けるよう伝えた。 
  

 自ら考えて活動してほしい 

 ◇制限時間をタイマーで可視化。 

◇大中小の段ボールと巧技台を用意する。 

◇各グループにテープ等を用意する｡ 

評
価
・
課
題 

・活動後の振り返りでは，子どもの思いや考えが発言され互いにやりとりする姿があり話し合いを持てたこと 

 はよかった。実践後に悔しさや嬉しさを味わっている子の姿があり，共通した目的に向かい協力して取り組む経 

 験をした様子が感じられた。 

・段ボールを見て「次はおうちつくりたい」「海賊船!」と言葉が出てきたことから，次回はイメージの共有ができ 

 るよう話し合い活動の時間を行うことにした。 

 ○遊びの内容  ◎子どもの姿 保育者の願い★援助 ◇環境構成 

【
実
践
９
】
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
製
作
を
楽
し
も
う
！ 

○段ボールや廃材，道具等を使って遊ぶ。 

 

 

 
図４ 友達とイメージを繋げ遊ぶ様子 

 個々それぞれがイメージを持ち遊びを楽しんでほしい。友達

と言葉のやりとりをしてほしい。 
 

 ★活動前に前回の遊びの動画(ＩＣＴ活用)を見て子どもの言 

  葉を拾い言葉にして全体に伝える。 

 ★配慮が必要な子へは，事前に活動内容を個別に話しておく｡ 

 ★それぞれのイメージが広がるように，つぶやきや言葉で伝 

  えてきた際には丁寧に受け止め認める言葉掛けをする。 
  

 友達とイメージが繋がってほしい 

 ★子どもの様子をよく観察し，新しいアイディアや遊びがあ 

  れば言葉で全体に伝えたりする。 
  

 自ら考えて遊びに取り組んでほしい 

 ◇段ボール・空き箱・紙の切れ端・新聞紙などの材料を分別  

  し用意しておく｡ 

◇はさみや段ボールカッターは，事前に約束を守れるように 

 話し合い，安全に使えるようにする。 

評
価
・

課
題 

 ・実践を重ねて友達とイメージや考えを共有する様子が見られ，自分の生活や経験から，アイデアや

イメージを膨らませて友達と伝え合うことで遊びの幅が広がってきた(図４)。 

  

Ａ児：箱を縦に

した方が高くな

りそうだよ 

でも，時間な

いしそのまま

がいいと思う 

これ，おもちゃ

箱にしない？ 

いいね！作ったお

もちゃ入れよう！ 

◎友達と思いや考え

伝え合い遊ぶ。（自

己主張・自己実現） 

◎友達の思い自分と

折り合いを付け調整

する。(自己抑制・

課題解決) 

 

◎友達と互いのイメ

ージを繋げて遊ぶ 

(試行錯誤・工夫・

協力) 

◎友達と段ボ

ールを運ぶ

(協力・協同) 

◎思いを伝え

合う(自己主

張・葛藤) 

 

◎友達の新しいことを知り

「虫が苦手なんだ」と言葉の

やりとりが増えた。 

◎カード作りを楽しむ子や友

達の紹介カードを見ている子

がいた。 
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３ 本時の保育実践『友達と繋がろう！ステキなおうち ～協同製作を通して～ 』 

保育指導案 

令和３年 12 月 22日（火）9：00～10：00 

ぞう組 男児 8 名 女児 11 名 計 21名 

大城 さやか 
 (1) 前日までの子どもの姿 

これまで友達と一緒に楽しんできた遊びを写真や動画で共有したことで，個々のイメージが繋がってきた。子

どもから生まれたイメージを取り入れることで，「もっとこうしたい!」という主体性も見られ，友達と同じ思い

や考えを持って遊びを広げていく様子が見られるようになってきた。 

(2) 本時のねらい 

・友達と一緒に思いや考えを出し合いながら遊びを楽しむ。 

・イメージを共有しながら，互いに心を合わせてカタチにすることを喜ぶ。 

(3) 保育仮説 

・活動の場において，段ボールや巧技台等の大型な材料や用具を用意することで，友達と一緒に運んだり工夫し   

  たりし協力して遊び進めることができるだろう｡ 

・遊びや活動の中で，一人一人の成長過程に応じた言葉かけや仲立ちするなどの援助を行うことで，同じイメー 

  ジや目的が共有され友達と繋がりを持って遊びを楽しめるだろう。 

(4) 教材（材料・用具）について 

 

 

 

 

 

 
図５ 子ども同士を繋げる材料と用具 

・身近にある段ボールや大型つみき・ソフトブロックを用意する。段ボールは，大小の大きさを用意する。大きな段ボールは，二

人以上で扱う姿も予測され，小さめの段ボールは繋げて使う等も予測される。素材としては，身近にある材料であり普段から扱

いにも慣れていることから教材として最適であると考えた。 

・巧技台は，室内運動遊びによく活用される用具である。重さもあり安全面に配慮が必要な為一人では扱うことが難しい。安全に

注意しきまりを守ることができるこの時期であれば，子どもが友達と扱える用具として活用できると考えた(図５)。 

(5) 展開 (実践 11・本時) 

時間 ○活動の流れ ・子どもの姿 ★保育者の援助 ◇環境構成 

８:４５ 

 

 

９:００ 

 

 

 

 

 

 

 

９:１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水分補給や排泄を済ませておく。 

・遊戯室へ移動する。 

 

○遊戯室に集まり，話し合う。 

・保育者の話を聞く。 

・前回の遊びの様子を動画や写真で見る。 

・それぞれの遊びについて気付いたことを 

 つぶやいたり友達と話したりする。 

・協同製作のイメージを共有する。 

・安全に遊ぶための約束を再確認する。 

・今日の活動の流れについて知る。 

○準備 

・友達と，製作する者同士に分かれ準備を 

 行い，それぞれ遊びに取りかかかる。 

○協同製作 

・準備ができたら，それぞれ友達と一緒に 

 製作を楽しんだり，絵を描いたりする。 

・思いついたことや工夫することなどを友 

 達に伝え，言葉でやりとりする。 

・実際に見たこと経験したことを思いだし 

 友達と言葉でやりとりしながら互いにイ 

 メージを繋げながら遊びを進めていく。 

・友達と工夫したり試したりして遊ぶ。 

・友達と互いの思いや考えを伝え合いなが 

 ら遊びを進めていく。 

 

 

★配慮が必要な子へは，事前に活動内容や参観者が来る 

 ことを個別に話しておく。 

◇タブレットとテレビを設定しておく。配線はガムテー 

 プで固定する。 

◇全体の集まりでは，保育者や友達の話がじっくり聞け 

 るようクラスグループで座る。 

◇全員が集まるまで手遊びして待つ。 

★撮影した動画や写真をテレビ画面で映し，全員で遊び 

 のイメージについて共有する。 

★今日の活動の流れを伝える。 

★使う道具の注意点を再度確認する。 

◇遊戯室には，前日までに作っていた作品，段ボール・空

き箱・紙の切れ端・新聞紙などの材料を分別し，ガムテ

ープ・セロテープ・ビニールテープ等の材料と巧技台や

木製長いすなどの道具を用意する。 

◇段ボールカッターは，事前に約束を守りながら安全に気

をつけて使えるように経験を重ねておく。 

◇段ボールカッターは，保育者が保管し，使いたい子に貸

し出す。 

◇前日まで作ったものを遊戯室にそのまま残しておくこ

とで，遊びの継続と発展へと繋げるようにする。 

★友達と直接関わりを持たない子へは，じっくり遊び込ん

でいる様子を見守り，友達と繋がりそうなタイミングを

見て，必要であれば仲介するなどの援助を行う。 

★子ども同士のいざこざの際には，友達と互いに思いをや

りとりする過程を見守り，自分たちの力で解決へ向かえ

るよう，必要な際は仲介・代弁する等の援助を行う。 
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９:３５ 

９:４０ 

 

 

 

９:４５ 

 

 

 

 

 

 
１０:００ 

・片付けの５分前合図を聞く。 

○片付け 

・片付けの合図を聞いて片付けを始める。 

・片付けながら遊びについてつぶやいたり 

 友達と言葉で伝えあったりする。 

○グループごとの発表タイム 

・友達と一緒に製作物の前に集まる。 

・発表グするループは立ち作ったものを紹 

 介し発表する。 

・発表者以外は，発表を聞くために座る。 

・質問者を呼びかける。 

・見えにくい時は，立って見ようとする。 

○集まる 

・クラスグループごとに座る。 

○振り返り 

・今日の製作活動について話す。 

○終わりの挨拶 

・当番さんは終わりの挨拶をする。 

・次の活動への期待を持ち活動を終える。 

★５分前に片付けの時間を伝える。 

◇片付けの合図をピアノを弾いて知らせる 

★材料片や使った道具等を片付ける。 

★保育者は一緒に片付けながら，遊びについて子どもの言 

葉に耳を傾けて楽しかった思いを共有していく。 

★「力を合わせて片付けているね」と認めるような言葉か

けを行い，みんなで片付けができるようにする。 

★配慮が必要な子へは，個別に声をかける。 

◇作ったものを子ども同士で見せ合う場を設けるため， 

 製作物はそのままにする。 

★発表タイムをするために，集まることを知らせる。 

★発表の場では，話を聞かずにいる子も予測されるので，

友達の話が静かに聞けるように個別に声かけし「話を聞

く大切さ」を伝え，できたことを褒めたり励ましたりし

て援助する。 

◇手遊びしながら子ども達が集まるのを待っておくこと

で，集まることを知らせる。 

★一人一人の取り組みの姿や友達と一緒に取り組んで  

 いた様子等を伝える。 

本時の子どもの遊びの様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 寝室とリビングに分かれたおうち 
 女児 8名グループ，実践前半からリーダーが存在

し，話し合いをしながら役割分担して活動を進めてき

た｡数名が加わり，本時では「おうち作り」をしながら

ごっこ遊びを楽しんでいた。作られた家は，寝室とリ

ビングに分かれ，寝室には，それぞれの「枕」がきれ

いに整えられ置いてある(図６)。 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 生活必需品が揃ったおうち 
 製作好きな男児 2人によるお家は，見た目はコン

パクトだが室内は「食品・携帯・掃除機」など生活必

需品が揃っており充実している(図７)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ サンタさんが来るおうち 

 女児４名グループは，個々が自分のイメージをしっ

かり持ち，作ることを楽しんでいた。家にカレンダー

のようなものを貼り，クリスマスを楽しみにしている

様子。本時では，「サンタさんのそり」を作り，イメー

ジの広がりとアイデア満載のおうちができた(図８)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

  

図９ しかけのあるおうち 

 製作の好きな男児はそれぞれ「傾斜で転がす台」「地

下室」などしかけのあるおうちを作り，遊び心のある

家作りを楽しんでいた (図９)。 

評価

課題 

 

 

 

・一人一人の遊びを楽しみ友達とイメージをカタチにし，互いに協力して遊びを楽しむ様子が見られた。 

・最後の発表の持ち方について，グループごとに移動しながら発表した為，全体的に落ち着かない様子で

あった。それぞれの作品を写真撮影しスクリーン表示等による発表方法にするとよかった。 

・子ども同士の発表では，同じような質問が多かったので，保育者が仲介しながら見本を示す問いかけや 

 足りない言葉を補足するような援助が必要であった。 

寝室 リビング 

枕を 

イメージ 
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Ⅷ 研究の考察 

 １ 作業仮説(1)の検証 

 

 

 

 

(1) 友達と関わりが持てる環境構成 

 ① 手立て 

  友達と関わりが持てる環境構成の工夫

として実践２では，自己紹介カードを作

り，友達とカード交換を行った。また実

践３では，グループでポスター作りを行

った。実践後にカードとポスターは保育

室に掲示した。 

 ② 結果 

 カード作りでは，友達と交換しながら

言葉を交わす様子が見られた。普段，言

葉では自分のことを伝えることの少ない

子も，カードを使い友達や保育者に自分

のことを伝える様子が見られた(図 10)。 

 

 

 

 

図 10 カードで自己紹介 

 ポスター作りは，生活発表会のグルー

プに分かれて行った。男児のみで構成さ

れたグループＡでは，主張が強く衝突す

ることも多かったが，描いたり作ったり

することが好きという共通点が生かされ

た活動となった。描きながら友達と「こ

こが船の地下室ね」とイメージを繋げて

同じ目的に向かい，描くことを楽しんで

いた(図 11)。 

 

 

 

 

 

図 11 イメージを共有しながら描く様子 

 グループＢでは，「さんご知ってる？」などの

ように話題にしながら，それぞれが海に関する

絵を描いていた｡また，グループＣでは，ひとつ

の大きな絵にしたいという思いを持ち，グルー

プによる話し合い活動が生まれていた。その中

では，みんなの意見をまとめるリーダー役の子

も見られた(図 12)。 

 

 

 

 

 

 

図 12 グループで話し合う様子 

③ 考察 

 自己紹介カードでは，自分を表現することに

消極的だった子が，カードを使い楽しい雰囲気

でやりとりする姿から，描くことで自分を表現

し友達と関わりが持てたと考える。しかし，カ

ード交換の時間が短かった点は課題であった。

カードを交換する時間を設けることで，子ども

がいろいろな友達と関わり友達関係がより広が

ったと考える。また，ポスター作りによる活動

では，同じ目的を持って互いの考えを出し合い

活動を続ける様子から自分の考えと相手の考え

を調整し交渉していた。このことから，互いに

繋がりを持ち協同して活動を進めていたと考え

る。特に，実践１・２では，互いの思いが衝突

し遊びが中断していたグループＡが，みんなで

イメージを共有し目的に向かって遊びを進める

様子から自己抑制や折り合いの力が身に付いて

きたと考えられる。また，作成後に発表したり

掲示したりすることで，互いのカードやポスタ

ーを見て会話したりする様子が生まれ，子ども

同士がより深く知る機会となり友達と関わる環

境における手立てとして有効だったと考える。 

(2) 子ども同士が互いに繫がる環境構成 

 ① 手立て 

 実践中，子ども同士で発表する場を設け

互いに遊びやイメージを共有できるように 

 遊びや活動の場において，友達と関わりを

持って遊べるような環境構成を行うことで，

子ども同士が互いに繋がりを持ち，協同して

遊びや活動を楽しむようになるだろう。 

 

 

「私は，縄跳びで遊ぶ

ことが好きです」と自

己紹介カードで嬉しそ

うに自分のことを言葉

で伝えていた。 

 

船に地下室があった

らいいんじゃない？ 

わかった！ここが地

下室とかどう？ 

じゃあ，俺が描くよ! 

どんな人魚にする？ 

先生がみんなで描くっ

て言ってたよ 

難しそうじゃない？ 

じゃあ，○○がここに描い

て，○○はここに描いたら？ 
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した。また，作品や保育写真を掲示したり活動

前に学級で保育動画の視聴を行った。 

② 結果 

 友達と遊びやイメージを共有できるように

発表の場を設けたことで，作品を見せ合い互

いに興味を示す様子が見られた。子ども同士

で「これは何？」と質問し，答える際にはグ

ループで話し合う様子が見られた(図 13)。 

 

 

 

 

 

図 13 発表の場において伝え合う様子 

 友達と言葉で伝え合うことで，全体的にイ

メージが明確化され友達の遊びを知るきっか

けとなり，互いによりよく知ることへ繫がっ

た。また，作品や保育写真を掲示したこと

で，友達同士で言葉を交わし，イメージを共

有する姿が見られた(図 14)。 

 

 

 

 

 

図 14 友達と写真を見て言葉を交わす様子 

 また，実践７より活動前に前回の保育動画

の視聴を行ったことで，友達の遊びやイメー

ジに触れるきっかけとなった。視聴しながら

友達と「この遊び，楽しそうだね」と会話す

る様子が見られた。遊びの中に「枕」や「時

計」を作り，共有されたイメージを遊びに取

り入れる様子が見られた(図 15)。 

 

図 15 イメージが共有された作品 

③ 考察 

 発表の場において友達と互いに質問し合う

様子から，友達に興味を示し互いをより知る

ことができたと考えられる。 

 作品や保育写真の掲示により，友達と言葉

を交わす様子が見られ，互いに仲が深まるき

っかけになったと言える。しかし，写真掲示

には気付いてない子もいたことから課題が見

えた。写真掲示前に全体で紹介し子どもと一

緒に遊びのコメントを話し合う等の工夫が必

要であった。 

 保育動画の視聴では，友達の遊びが分かっ

たことで全体にイメージが共有された。全体

的なイメージの共有により「おうち作り」と

いう共通した目的が生まれ，友達とイメージ

を共有した物を作り遊びに取り入れる姿から

協同して遊びを楽しむ姿と判断できる。 

(3) 子ども同士が繋がる物的な環境構成 

    ① 手立て 

 実践４より，友達と繫がることができる

材料や道具として大きめの段ボールや巧技

台等を用意し，遊びに取り入れた。 

② 結果 

 身近な素材である段ボールを用意したこ

とで「これから何するのかな」と楽しみに

する様子が見られた。段ボールは，作った

り描いたりできる自由度の高い素材であり

中に隠れたり「壁」ように囲ったりでき，

子どもが友達と自在にイメージを実現でき

る素材である。いつもより大きな段ボール

を見た子ども達は，おうちや船など作りた

い物のイメージを友達と共に膨らませ楽し

みにする様子が見られた (図 16)。 

  

 

 

 

 

 

図 16 イメージを膨らませる様子        
 

 

 

魚がいっぱいだね！ 

これは何ですか？ 

船が作れそ

うだな！ 

見て！ 

中に入れ

るよ 

(グループで相談) 

これはさんごです。 

 

これ私達の写真だ！ 

これ滑り台だよね 

大きい滑り台だった

よね～ 

      

 写真は，子ども

達が作った枕の

作品。友達とイメ

ージが近い絵も

あり，互いにイメ

ージを共有した

様子がわかる。 
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 さらに，巧技台や大型ソフトブロック等を増

やしたことで，友達と工夫したり組み合わせた

りして，遊びの発展が見られた(図 17)。 

 

 

 

 

 

 図 17 大きめの材料や道具を用意した環境構成 

 大きめの材料や道具を用意した環境において

道具を扱う際に，互いに息を合わせて運ぶ姿や

課題が生じた時には，共に試行錯誤しながら考

えを出し合うような姿が見られた(図 18)。 

 

 

 

 

 

図 18 友達と材料や道具を準備する様子 

③ 考察 

 大きめの材料や道具を用意したことで，友

達と考えを出し合い工夫する様子が増えた。

また，これらの扱いには，２人以上の力が必

要になるため，友達と互いに協力し遊びを進

める姿が見られた。さらに，素材の面白さを

共に味わって友達と共通した遊びを思い通り

に実現できることで，共感・共有する姿も見

られ，同じ目的へ向かい協同して遊びを楽し

むようになったと言える。これらのことか

ら，子ども同士が互いに繋がりを持つという

点で効果的であったと考える。 

(4) 協同へ向かう場作りとしての空間的な 

  環境構成  

 ① 手立て 

 遊びが盛り上がってくると，子どもか

らダイナミックな遊びを展開したいとの

願いが出てきた。遊びの広がりと継続性

が持てるよう，遊戯室へ移動し実践を行

った。その際には，広い空間でも安心し

て遊べるような製作コーナーを設けた。 

② 結果 

 遊びの盛り上がるタイミングと作ったもの

を「壊したくない」などの願いから広い遊戯

室で実践を行った。すると，大きな場を十分

に使い遊びにも広がりが出てきた。また，作

ったものをそのまま置いておける為，遊びの

継続に繋がり，友達とさらにイメージを共有

した協同遊びへと発展させていった(図 19)。 

 

 

 

 

 

 

図 19 遊戯室による遊びの展開 

 さらに，一人一人が安心して遊べるように

製作コーナーを設けた。コーナーでは，環境

の違う場でも自分の遊びをじっくり楽しむ姿

が見られた (図 20)。 

 

 

 

 

 

 

図 20 一人でもじっくり遊べる環境 

③ 考察 

 遊戯室へ移動したことで，ダイナミックな

遊びへ展開できたことから，友達と一緒に協

同して遊びを楽しむようになったと考える。

また，遊びが継続できることで，友達と「明

日はサンタさんのそりを作ろう」と話し，次

の遊びへ期待を持ち楽しみにする様子が見ら

れたことからも，友達と協同して遊びや活動

を楽しむようになったと言える。また，コー

ナーを設けたことから，環境変化に敏感な子

や製作が好きな子が安心して自分の遊びを楽

しむ様子が見られた。このことから，集団の

場においても個の遊びが充実できるような場

作りはとても重要であると考える。 

   
 

 

   

 
 

       
 

 

 

 

 

環境変化に敏感な子も製作コーナーを設けたこ

とで，安心して好きな遊びに夢中になれた様子 

    
「せーの」 

 

段ボールとソフトブロッ

クを組み合わせた地下室 

 

 

下がずれるな。どうする？

持ち上げてみよう！ 

 前回の遊びか

ら続けられるの

で，遊びに広が

りが出てくる。

広い場ではダイ

ナミックに遊び

が展開できる。 
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２ 作業仮説(2)の検証 

 

 

 

 

(1) 一人一人の発達や特性に応じた援助の工夫 

 ① 手立て 

子どもの様子を観察し，カメラ等を活用し

た記録を行った。写真の記録や社会的交渉表

をもとに一人一人に応じた援助を行った。 

② 結果 

 カメラを使った記録にしたことで，多くの

情報が得られ個々の子どもの姿がよく読み取

れた。個々の姿を読み取ることで，一人一人

に応じた援助に繫がった。また，個別に配慮

した援助を行う為に社会的交渉表を用いた。

以下は，社会的交渉表に照らし合わせた子ど

もの変容をまとめたものである（図 21）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 友達とイメージを共有し遊ぶＢ児 

 Ｂ児は，実践前半では友達の遊びを観察し

ていることが多かった(③傍観者的行動)。保

育者は，Ｂ児の思いに寄り添いながら言葉に

頷いたり代弁したり援助を行ってきた。個別

の援助によりＢ児は，友達の存在を感じなが

ら遊びへ参加するような姿が見られるように 

なった（④平行的遊び)。実践後半には，気の合

う友達と関わって遊ぶようになり，徐々に保育者

を介して友達へ思いや考えを話すような姿も増え

てきた。実践 11では，保育者を介さず友達と言

葉を交わしながら遊びを楽しむようになり，大き

な成長を見せてくれた。 

 次に，一人一人に応じた援助から，それぞれの

子どもの変容が見られた。Ｃ児とＤ児の２人の子

どもの姿に視点をあて，以下にまとめた(表６)。 

表６ 個々に合わせた援助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ児は，友達が遊

んでいる様子を側

で傍観し直接関わ

ることは少なかっ

た。 

 遊びや活動の中で，一人一人の発達や特性に

応じた言葉掛け等の援助と子ども同士が互いの

思いや考えに気づけるような援助を工夫するこ

とで，友達と関わりを深め一緒に遊びや活動を

楽しむようになるだろう。 

 Ｃ児 Ｄ児 

子
ど
も
の
姿(

検
証
前)

 
 Ｃ児は，実践前半では

思い通りにいかないと遊

びを中断する姿が見られ

た。実践８では，一人で

遊びを進めていた。友達

と遊んで欲しいと思い，

友達と繋がる援助をした

が友達の手伝いをする様

子は楽しそうではなかっ

た（図 22）。 

 
図 22 Ｃ児の様子 

 Ｄ児は，穏やかで相手

のことを考え友達とやり

とりすることが多い。友

達との関わりでは積極的

に仲間に入ることはせず

側で観察していることが

多く，自分の話よりも相

手の話を聞き入れるよう

な姿が見られた(図 24)。 

 

 
図 24 Ｄ児の様子 

援
助 

 Ｃ児の姿から，援助に

課題が見えた。Ｃ児が楽

しむ遊びとは何だろうと

考え、Ｃ児の思いへ寄り

添った個別の援助が必要

だと感じた。職員間で連

携を図り，Ｃ児と対話し

ながら思いに寄り添うよ

うに援助した。実践 11で

は，Ｃ児のイメージが表

現できるような遊びを取

り入れた。 

 Ｄ児らしさを認めつつ

も保育者としては，もっ

と自己主張をしてほしい

と願った。相手の話をよ

く聞いて友達を受け入れ

ることのできるＤ児の良

さをほめ，学級全体へ伝

える等認めるようにし，

Ｄ児の思いを引き出せる

ように言葉かけするなど

して，Ｄ児の自信へと繋

がるようにした。  

子
ど
も
の
姿(

検
証
後)

 

 

 
図 23 Ｃ児の様子 

 自分の思いが伝わると

笑顔が戻り，自分のイメ

ージを表現し生き生きと

遊ぶ姿を見せた。「地下

室だよ!隠れられるよ｣と

嬉しそうに保育者に話し

てきた。友達と段ボール

を支えている姿も見られ

協力したり互いにイメー

ジを繋げて遊びを楽しむ

ようになった(図 23)。 

   

 
 図 25 Ｄ児の様子 

 次第に，見ているだけ

ではなく思いや考えを伝

え自己主張する姿も増え

た。実践後半には，友達

に絵を描いてあげるよう

な姿も見られた。本時で

は，女児グループから誘

われ，仲間でイメージを

共有しながら遊びを楽し

むような友達関係の広が

りも見られた(図 25)。 

 

Ｂ児：これ使えそうだね 

友達：そうだね！ 

実践前半 

 

実践１１ 

実践９

～ 

 

 互いのイメ

ージをカタチ

に 
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③ 考察 

 写真等をもとに個々の姿を細かく見取った

援助を行ったことで，個に応じた援助に繋が

り自己を十分に発揮する姿が見られたことか

ら，友達と協同して遊びを楽しむようになっ

たと考える。さらに，社会的交渉表を用いた

ことで，より細やかな援助に繫がり,それぞれ

の子どもの変容も見られたことから，友達と

思いを伝え合い協同し遊びを楽しむようなっ

たと考える。以下は，協同へ向かう姿を捉え

る視点を持てるように行った読み取り調査の

結果である。視点⑤「遊びの中で友達と言葉

で伝え合いながら遊びや活動を楽しむ姿」が

検証後には 83％の子がその姿を見せ，協同へ

向かう姿に近づいたと考える(図 26)。 

 
図 26 保育者による読み取り調査 

(2) きまりや約束が守れるような援助 

 ① 手立て 

   安全に気をつけて遊べるようにきまりや約

束は全体で確認し，子ども自ら守ることの大

切さに気づけるようにした。また，個々の特

性と発達過程表を用いて個別援助を行った。 

  ② 結果 

    きまりや約束を実践前に確認したことで

守ることの必要性が伝わり安全に使う様子が

見られた。また，子ども同士が声をかけ合っ

て道具を使いたい子が集まり，じゃんけんで

順番を決める様子が見られた(図 27)。 

 

 

 

 

図 27 きまりや約束の確認・じゃんけんする様子 

 個別の援助の姿からＥ児の変容を見てい

く。これまで順番が守ることが難しく遊びが 

続かない姿が見られたＥ児へ「順番を待って使

おうね」と言葉をかけ側により添い見守った。

Ｅ児は「使いたい」思いを我慢し，友達が使っ

ている様子をじっと見つめていた。この姿は大

きな成長だと感じ「すごいね，待てているね」

とその姿を認める言葉をかけた。Ｅ児は最後ま

で自分の順番を待っていた(図 28)。 

 

 

 

 

 

図 28 援助を受け順番を待つＥ児 

 発達過程において 3・4歳程の段階と捉えられ

るＥ児へは，承認欲求を満たし自己抑制へ向け

ての援助を行った。その援助から，順番を持つ

ことや友達と言葉でやりとりしながら交渉する

ような姿も見られた (図 29)。 

 

 

 

 

 

図 29 友達と言葉で交渉するＥ児 

 さらに，約束が守れたことで遊びが楽しくな

る経験をしてもらえるよう，Ｅ児へ道具を貸し

てもらえるよう他の子へ伝えた。道具を貸して

もらえると嬉しそうに道具を使っていた。 

③ 考察 

きまりや約束を全体で確認したことで，友

達と順番を決める方法を模索しながら話し合

う様子が見られた。このことから，子ども同

士が互いの思いや考えを出し合って，工夫し

ながら遊びを進める姿へ繋がったと考える。

また，友達と思いを伝え合う姿からは，友達

と関わりを深め一緒に遊びや活動を楽しむよ

うになったと言える。さらに，個々の特性と

発達に合わせた援助を行ったことで，思いを

抑制しながら友達と関わるＥ児の姿が見られ

たことから，順番を守ることの大切さを知り 

57％

83％

43％

17%

1検証前

検証後

見られた 見られなかった

友達と言葉で伝え合いながら遊びや活動を楽しむ姿

         
 

  

  

 保育者の側でじっと順

番を待つＥ児。その場から

逃げることもなく，じっと

我慢することができてい

る。また，友達の使い方を

観察し自ら学んでいる様

子でもあった。 

Ｅ児：僕にも貸して 

友達：まだ使ってい 

   るから次ね！ 

Ｅ児：え～・・・ 

   わかった 

（この後，道具を貸 

 してもらう） 

15



 

友達と一緒に遊びを進めながら，協同して遊び

や活動を楽しむ姿へと近づいたと考える。 

３ 本研究を通して 

 子どもが協同した姿へ向かえるよう環境構成

と援助の工夫を行ってきた。実践を重ねるごと

に，友達と目的やイメージを共有し遊びを展開

するようになった。また，一人一人をよく観察

した援助からそれぞれの変容が見られた。個別

の援助による保育の重要性を改めて実感した。

実践後の保護者アンケートでは「お子さんと友

達との関わりについて成長が感じられるか」の

問いに，ほとんどの人が「はい」と答え，具体

的な成長の声が聞かれた(表６)。 

表６ 保護者からの声（アンケート記入より） 

 

 

 

 

 また，保育者による読み取り調査において，

以下のような結果が見られた。視点⑦「互いに

協力しながら遊びや活動を楽しむ姿」では，実

践後に 78％の子がその姿を見せ，協同して遊び

を楽しむようになったと考える(図 30)。 

 

 

 

 

図 30 保育者による読み取り調査 

Ⅸ 研究の成果と課題 

１ 成果 

(1) 友達と互いに繫がるような環境構成の 

 

工夫から，友達と思いを伝え合うようになり互

いにイメージや目的を共有し，協同して遊びや

活動を楽しむようになった。 

(2) 写真・動画の記録や保育者による読み取り 

調査等を活用した個別の援助から，個と全体

の遊びが充実してきた。それぞれが自己発揮

したことで，友達と一緒に協同して遊びを楽

しむ姿が増えた｡ 

２ 課題 

(1) 子ども自ら友達と一緒に遊びをはじめら

れるような場作りや友達の遊びが見えるよ

うな写真掲示等の工夫をしていきたい。 

(2）個別の援助をより丁寧に行えるよう，動

画等による記録の活用を工夫していきたい｡ 

おわりに 

 子どもが自己を十分に発揮し，友達と一緒

に遊びを楽しんでほしいという願いから，本

研究を進めてきました。子ども一人一人に寄

り添う保育の大切さを改めて実感しました。 

 研究期間中，励ましご指導下さいました浦

添市こども未来課の宮城聖子主査，前田一美

主任，事前研修より丁寧にご指導下さいまし

た本研究所の田中浩三所長をはじめ研究所職

員の皆様，浦添市教育委員会，こども未来課

の諸先生方に深く感謝申し上げます。最後

に，快く研究所へ送り出してくださいました

浦添こども園の松原朝子園長，励ましご助言

くださいました屋嘉比量子副園長，温かく声

をかけて下さった先生方，半年間の研究を共

に支えてくれた研究員の先生方に心より感謝

申し上げます。
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35％

78％

65％

22%

1検証前

検証後

見られた 見られなかった
互いに協力しながら遊びや活動を楽しむ姿
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